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●２０23～２０24年度 三次中央ＲＣスローガン

平和を実感し、

ロータリーをもっと楽しもう

■開会挨拶……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長

2023-2024 

２月は平和構築と紛争予防月間です

●２０23～24年度   国際ロータリーのテーマ

■本日のプログラム  会員卓話　親睦委員会
　 　熊本会員、谷会員、阿部会員
■次回例会日時  2024年2月26日（月）　 19：00～
■次回プログラム  会員卓話　ロータリー情報委員会
　 　堀川会員
̶
■第1413回例会記録
●日時………………2024年2月5日（月）12：30～
●点鐘………………………………………………………………………………………会長
●国歌「君が代」斉唱……………………………………………………………全員
●ソング「我らの生業」…………………………………………………………全員
●ゲスト紹介
　慈照園　グループホームゆうばえ管理者  長岡展生様

　皆さんこんにちは。
ゲストの長岡展生様ようこ
そおいでくださいました。
後ほどよろしくお願いいた
します。
　2月の月間テーマは「平
和構築と紛争予防月間」で
す。昨年までは「平和と紛

争予防、紛争解決月間」でした。紛争解決が抜け
ていますが、何か意図があるのでしょうか。
　RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」、
ガバナー信条「平和の種をまこう」となっていま
す。この2月のテーマが最重点月間ではないで
しょうか。
　平和構築と開発の担い手となる人材を育成す
るために、ロータリー財団から授与される奨学金
で毎年世界で130人が選ばれます。この奨学金
を授与された人をロータリー平和フェローと呼び
ます。世界各地8つの大学に設置されている7つ
の平和センターで学びます。アメリカ2校、イギ
リス、オーストラリア、スウェーデン、ウガンダ、

トルコそして、日本です。
　日本では国際基督教大学（通称ICU）に設置さ
れています。東京三鷹市にあるICUの平和セン
ターでは、紛争や開発に関する問題解決のスキ
ルの養成に国際平和の実現、および国際協力の
発展に向けた取り組みを支援しています。2年間
の修士課程プログラムの中で、１年目に広島研修
を実施、日本全国の会員から協力金（会員一人当
たり15円、合計130万円強）はこのプログラムに
充てられています。現在ICUで学ぶ平和フェロー
は23人です。
　その投稿が２月のロータリーの友誌に記載され
ています。ご一読ください。

＊前回号の訂正
　会長挨拶の中で、広陵高校卒業生の球界での
活躍人数を[7名]と記載しておりましたが、間違
いです。[プロ、アマ球界で多数]が正解です。
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ニコニコＢＯＸ本日出宝額　　19,000円

■ポールハリス・フェロー表彰………………………………
●沈君…第４回ポールハリス・フェロー
●杉谷君…第3回ポールハリス・フェロー

■「四つのテスト」唱和……………………………松本会員
　この四つのテストの4番目「みんなのためになるか
どうか」については忘れられない思い出があります。
それは今を去ること15年前、クリスマス家族会で「白
雪姫」の劇をした時のことです。私が意地悪なおき
さき役。白雪姫は交換留学生のアメリカ人レンさん
でした。
　その時の私のセリフにこの四つのテストをもじって
「おきさきのためになるかどうか」というのがありまし
た。以来、「みんなの」ではなく「おきさきの」と、ふっ！
と口から出そうになるのです。クワバラクワバラ…
　きょうはちゃんとできました。

■幹事報告……………………………………………栗本幹事
●本日19時より当グランドホテルにおきまして第8回
　理事役員会を開催します。
●次週２月12日は建国記念日のため休会になります。
●4月9日の庄原でのIMの会費12,000円がまだ
　の方は２月中にお願いいたします。
●ロータリーの友誌、ガバナー月信2月号を配布し
　ています。
●米山記念奨学会に寄付いただいた方には、領
　収書をお手元に配布しています。

■出席報告…………………………………………山縣委員長
●第1411回1月22日

●第1413回  本日の出席は36名中28名です。

■SAA…………………………………………………池田SAA
●会員誕生日…井上君、宮武君、光永君

●会員ニコニコBOXへご出宝
井上君 誕生日です。ゲストをお迎えして。（大口）
光永君 2/18、72歳になります。お祝いありがとう
 ございました。（大口）
宮武君 ２月７日で43歳になります。長岡さん、
 よろしくお願いします。（大口）
上田君 ゲスト、長岡様をお迎えして。
「ゲストに慈照会、長岡様をお迎えして」
　石田君、 杉谷君、平田君、沖君、山縣君、酒井君、
　角谷君、栗本君、和田君
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入れました。様になりそうですね。

花
だ
よ
り

安
藤
会
員
よ
り



　皆さんこんにちは。慈照会の長岡展生です。
　私が管理者をしている職場、グループホームふの
慈照園は、布野の道の駅を過ぎてセブンイレブンの
右手を入ったところにあります。このグループホーム
は平成17年に開所しました。私は山家町にある、
ゆうばえの管理者もしています。
　本日は、
●全国と三次市の人口構成の比較
●2025年問題
●慈照会・微風会の紹介
●グループホームとは？
●実際の入所事例
などについてお話しさせていただきます。

　まず、全国と三次市の人口構成ですが、全国と
比較して三次市はあまり変わりはありません。平均
的な人口構成と言えると思います。
　グラフを見て気づかれたと思いますが、特筆すべ
きは昭和24年には年間270万人の出生があったも
のが、令和4年には77万人となっている事です。
因みに第2次ベビーブームと言われた昭和48年は
201万人です。2025年問題と耳にされたことがある

■プログラム《ゲスト講演》…………………………………………………………………………………………………国際奉仕委員会

　本日はゲストに慈照園グループホームゆうばえ管理者の長岡展生様においでいただき、介護業界の現状と福祉につ
いてお話をしていただきます。私たちもこれからお世話になる話なのでお伺いさせていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　                                                             　　　　井上幸三国際奉仕委員長

　皆さんのお手元に慈照会グループのパンフレットを置いています。ご覧になってください。
　長岡所長は私の入社以来、仕事のやり方、お酒の飲み方、社会人としての在り方などなどお世話になった先輩です。
本日はよろしくお願いします。                               　　　　　　　　　　　　　　宮武直樹会員

と思いますが、いわゆる1,800万人が75歳以上に、
つまり後期高齢者になります。この超高齢化社会が
訪れることで様 な々問題が生じることが2025年問
題です。医療や介護について現在と同程度のもの
が受け続けられるかというと難しい問題も出てきます。
現役世代の負担が大きくなってくるのです。

　2000年度から介護保険制度ができましたが、
当時の介護保険料は、2,911円だったものが、
2014年には4,972円になりました。先ほど現役世
代の負担が大きくなると申しましたが、1970年では
一人を8.5人で支えていたものが、2050年では一
人を1.2人で支えることとなります。これが、2050

年問題です。
　厚生労働省では2025年を目途に地域包括シス
テムの構築を推進しています。どう言うことかというと、
可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを、
最後まで続けることができるよう地域内で助け合う
体制です。
自助、互助、共助、公助です。
　今後、医療・介護の社会保障費の大幅な増加。
（写真あり）
これまでの制度の形は継続できません。
2025年は社会保障の「費用の不足」、2040年は
「持続可能性」が大きな問題として出てきます。例え
ば、ごみ収集にお金がかかるようなことになるかもし
れないのです。
これらの問題を解決していくためには、社会保障費
の給付と負担の見直しなどの抜本的な改革、健康
寿命の延伸、医療・介護サービスの生産向上など
が必要と言われています。
　世界の平均寿命を比べると日本は第一位、84.3
歳です。慈照会グループにはミャンマーからの職員
が何名かいますが、彼女らの感覚としては、高齢者
の介護というものの感覚のない人たちが多いのです。
と言いますのも、ミャンマーの平均寿命は60歳くら
いなのです。

　さて、慈照会では、施設に入所して受けるサービ
スとして、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、
ケアハウス、サービス付き高齢者向け住宅、グルー
プホームなどがあります。また、医療を目的として受
けるサービスとして、ビハーラ花の里病院、三次神
経内科クリニック花の里、老人保健施設ナーシング
ホーム沙羅があります。
現在、私が勤務しているグループホームとは、認知
症対応型生活介護とも言い、認知症と診断された

高齢者を対象として少人数で共同生活を送ることが
できる介護施設です。住み慣れた地域で、少人数
の入所者、少人数の介護職員と、普段の音、匂い、
雰囲気の中で、能力に応じ、可能な限り自立した生
活を送ることができるよう支援することが目的の施設
です。ただ、メリットもあるかわりに、デメリットもあります。
医療依存度が高まると退所しなければならない事、
施設の絶対数が少ない上に利用者さんの長期入
所が可能なので、待機期間が長い事、また、通院
時やトラブルがあると、家族の協力が必要となるな
どです。
グループホームの施設、入所者の方たちの生活の
様子の写真を見ていただきながら、私の話を終わら
せていただきたいと思います。

本日はご清聴ありがとうございました。

 



■点鐘…………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長

年問題です。
　厚生労働省では2025年を目途に地域包括シス
テムの構築を推進しています。どう言うことかというと、
可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを、
最後まで続けることができるよう地域内で助け合う
体制です。自助、互助、共助、公助です。
　今後、医療・介護の社会保障費の大幅な増加。
これまでの制度の形は継続できません。
　2025年は社会保障の「費用の不足」、2040年
は「持続可能性」が大きな問題として出てきます。
例えば、ごみ収集にお金がかかるようなことになる
かもしれないのです。
　これらの問題を解決していくためには、社会保障
費の給付と負担の見直しなどの抜本的な改革、健
康寿命の延伸、医療・介護サービスの生産向上
などが必要と言われています。
　世界の平均寿命を比べると日本は第一位、
84.3歳です。慈照会グループにはミャンマーから
の職員が何名かいますが、彼女らの感覚としては、
高齢者の介護というものの感覚のない人たちが多
いのです。と言いますのも、ミャンマーの平均寿命
は60歳くらいなのです。
　さて、慈照会では、施設に入所して受けるサー
ビスとして、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、
ケアハウス、サービス付き高齢者向け住宅、グルー
プホームなどがあります。また、医療を目的として受
けるサービスとして、ビハーラ花の里病院、三次神
経内科クリニック花の里、老人保健施設ナーシン
グホーム沙羅があります。
　現在、私が勤務しているグループホームとは、

認知症対応型生活介護とも言い、認知症と診断さ
れた高齢者を対象として少人数で共同生活を送る
ことができる介護施設です。住み慣れた地域で、少
人数の入所者、少人数の介護職員と、普段の音、
匂い、雰囲気の中で、能力に応じ、可能な限り自
立した生活を送ることができるよう支援することが目
的の施設です。
　■居住環境  
　個室が基本。部屋の床面積は収納設備等を除
いて7.43㎡以上と定められています。 生活する部屋
（個室）のほかに、利用者同士が交流できる共有ス
ペースがあります。 
　■介護体制
　日中は常勤換算方法で利用者3人に1人、夜間
はユニットごとに1人。 「できることは自分で」が基本
的なスタンスで、介護職員はサポートに重点を置き
ます。
　■医療体制
　緊急時の連絡先として協力医療機関と提携して
いますが、看護師配置は義務付けられていません。
　日常的な医療ケアが必要な方は入居が難しいの
が現状です。 昨今は医療ニーズにこたえて、医療連
携体制加算を取得する施設も増えてきています。
　メリットもあるかわりに、デメリットもあります。医療
依存度が高まると退所しなければならない事、施設
の絶対数が少ない上に利用者さんの長期入所が
可能なので、待機期間が長い事、また、通院時や
トラブルがあると、家族の協力が必要となるなどです。
　グループホームの施設、入所者の方たちの生活
の様子の写真を見ていただきながら、私の話を終
わらせていただきたいと思います。
　本日はご清聴ありがとうございました。

■謝辞…………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長


